


目次 

 
挨拶    
技術職員のみなさまへ 技術部長 松本吉泰 1 
平成 29 年度理学研究科技術部活動報告 技術長 阿部邦美 2 

    
業務報告    
研究機器開発グループ グループ長 
（技術長・共通業務支援グループ長兼務） 

化学教室 阿部邦美 4 

研究機器開発グループ 副グループ長 飛騨天文台 仲谷善一 5 
研究機器開発グループ 研究機器開発支援室 早田恵美 7 
研究機器開発グループ 物理学第二教室 廣瀬昌憲 9 
研究機器開発グループ 生物化学専攻 山本隆司 11 
研究機器開発グループ 研究機器開発支援室 道下人支 14 

 観測・情報支援グループ グループ長 地球熱学研究施設 馬渡秀夫 16 
 観測・情報支援グループ 副グループ長 飛騨天文台 木村剛一 18 
 観測・情報支援グループ 地球物理学教室 高畑武志 21 
 観測・情報支援グループ 火山研究センター 井上寛之 22 
 観測・情報支援グループ 地球熱学研究施設 三島壮智 25 
 共通業務支援グループ 副グループ長 
（観測・情報支援グループ員兼務） 

火山研究センター 吉川 慎 28 

 共通業務支援グループ 理学部技術部 中濱治和 33 
 共通業務支援グループ 研究機器開発支援室 田村裕士 35 
 共通業務支援グループ 地質学鉱物学分野 高谷真樹 36 
    
各委員会報告    
業務報告会運営委員会   38 
研修・勉強会企画委員会   42 

 観測情報グループ研修   49 
 グループ研修（機器開発・基盤設備）   54 
広報委員会   58 

    
各共通業務担当報告    

Solidworks 講習会   59 
3D プリンター部門   61 

 安全巡視   62 
 アウトリーチ   64 
    
理学研究科技術部活動の記録    
行事記録   67 
研修・講習会・技術研究会等参加者一覧   68 

編集後記   69 







て科学の面白さを伝えました。 

日英サイエンスワークショップ(開催日：7/31-8/4) 

今年度は日英サイエンスワークショップという 4 日間のプログラムを初めて受け入れました。イギリス人

と日本人の高校生、計 6 人を、教員、技術職員、TA で対応しました。自然界にある色(野菜の色や鉱物の発

光など)をテーマに観察や実験を提供しました。英語という壁があったため、テキストの英語化から始まり、

全てのことが大変だったという感想です。しかしながら高校生と合宿のような日々を過ごし、最後に学生さ

んの素晴らしいプレゼンテーションを聞いて、達成感を感じた業務でした。 

技術部研究機器開発支援室 

吉田地区のものづくりを一手に守っている施設です。京都大学のものづくりの拠点を絶やさないよう、今

後技術部が一丸となって守っていこうと考えています。人員削減によりその影響が特にでている部署であり、

業務過多とならないよう技術部で協力体制を整えるべく、パーツショップを技術部の共通業務として位置づ

けました。また、単純な回路工作の技術を教えられるように環境を整え、エレクトロニクスショップも立ち

上げる予定です。 

ソリッドワークス講習会について(11/28 開催) 

2 年ぶりの開催でしたが、参加者全員が技術職員以外の教員・学生だったため、CAD を使っての設計が 

常態化してきたと感じました。研究機器開発グループのみなさんが協力して、スムーズに講習会を行うこと

ができました。今後は講習会のアンケートなどを参考に講習会内容をブラッシュアップして良い講習会を提

供できればよいと考えています。 

化学専攻の金工室整備 

化学専攻の金工室のメンテナンス及び安全に使用するための整備計画書を専攻長に提出し、予算の確保を

行いました。老朽化しているところは担当者と話し合いながら少しずつ更新して行く予定です。 
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平成 29 年度 業務報告 

化学専攻 阿部邦美

概要

化学系の学生実験では、分析化学、物理化学・無機・物性化学、有機化学、生物化学という分野ごとに各

分野専門の教員が担当し、実験課題については学生実験担当のスタッフが実験の企画、提案、予備実験等を

行い、テキスト化後、化学実験として提供している。学生実験担当の技術職員の役割は、学生が 1 年間事故

無く、楽しく、スムーズに実験ができるように指導、支援することが重要であると考えている。そのため、

学生とのコミュニケーションをとり、教員、TA へ昨年度までに問題があったことなどを伝え、実験内容のコ

ンセンサスをとることである。それ以外に教員が改良のために考えた新規課題の検討実験などを行い実験プ

ロトコルの改良を行っている。化学実験専任の教員の定年まであと 4 年となっているため、今後は化学教室

に現状の良い所、問題点などを伝え、スムーズな課題内容の引き継ぎを行えるように心がけたいと思う。

機器、設備更新

分光光度計の老朽化による更新のため、資料取り寄せ、教員との打合せ等を行い化学教室の会議で購入す

ることが決まった。その他設備の老朽化の改善として、局所排気装置のダクトホースと風防の交換、新規設

備導入として、定員増でも対応できるよう、学生用実験台の増設と廃液置き場の防水化と流しの増設の対応

を行った。

KMS 廃液運搬とミニプラント 

毎回約 200L の廃液を搬出しているが、運搬は一人ではできない。廃液センターの技術職員に運搬してくれ

る人がいなくて困っていると相談したところ、予め連絡しておけば、時間外対応をしてくれるとのことにな

った。今後は学生が自ら排出した廃液を自分で処理場に持って行くことができるようになったため、教育的

にもよいのではと考えている。

生物化学実験の実験満足度向上に向けて

この 3 年ほどで生物化学実験の課題を変更があった。使用する試薬や器具の種類が他の課題と比較して多

く、かつ試薬の分注や扱う薬品が失活する、微量であるなど、多くのことに注意をはらい、準備に臨まなく

てはならない。今年度はこちらからの指示が TA に伝わっておらず、実験が上手くいかなかったことがあっ

た。そのため、同じことをしないよう、実験終了後、TA と打合せを行い、次年度への申し送りメモを作成し

た。

学生実験の予算の確保

学生実験の予算の確保が年々むずかしくなってきており、現在は設備機器の更新等の必要性はないが、数

年後、機器が老朽化してきた場合の更新費の確保が必要だと考えている。年間使用している比較的高価な機

器は、X 線・IR・UV・小型遠心機・精密天秤・デジタルマルチメーター・ｐH メーター・データ解析用 PC・

エバポレーターなどがある。これを定員の 62 名分準備しなくてはならない。予算の確保のため、2 年ほど前

から課題内容と設備や装置の見直しがないかどうか、教室全体で考えていただくため、学生実験の現場状況

を化学教室の教科委員会に継続的に報告した。今後も継続的に報告する予定である。

研究機器開発グループ　グループ長
（技術長・共通業務支援グループ長兼務）
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2017 年度の主な業務 

附属天文台（飛騨天文台） 仲谷善一

飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡(DST) 

・定期メンテナンス

望遠鏡本体のメンテナンスおよび塔体パネル冷却装置などの機械設備関係のメンテナンスを行っている。

飛騨天文台太陽磁場活動望遠鏡(SMART) 

・T3 新狭帯域フィルター設置のための設計・製作

これまで T3 の H-Alpha 観測は干渉フィルターを用いていたため、透過波長が広く十分とは言えなかったこ

とから、エタロンを用いた狭帯域フィルターへ交換を行うためのホルダー類の設計を行った。

フィルターの準備が整ったところで、ホルダーに組み込みを行って望遠鏡内に設置する。

飛騨天文台 65 ㎝屈折望遠鏡 

・望遠鏡制御装置の更新

老朽化し、故障した IC の代替品の入手が困難になり修理が難しくなったことから、制御装置、駆動モータ

類、配線類の総入れ替えを行った。

その結果、PC を用いて自動導入なども行える状態となった。 

花山天文台本館赤道儀

・赤道儀駆動部のメンテナンス

重力時計など古い設備であるため、メンテナンスを行い少しでも長く使用できる状態に保つようにしてい

る。

花山天文台別館

・赤道儀のメンテナンス

1910 年に購入された古い機械であるため、メンテナンスを行い、故障しそうな部分に関しては出来るだけ

早く対応し故障も未然に防ぐようにしている。

学生指導

・茨城大学および明星大学学生指導

茨城大学および明星大学の複数の学生（学部生および院生）に対して、シーイングモニターのデータ解析

方法の指導、可搬式分光装置の設計や解析方法の指導などを行っている。

研究機器開発グループ　副グループ長
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岡山天文台

・望遠鏡の搬入および組立

完成したドーム内に望遠鏡本体を搬入し、各軸の回転部分に関しては三次元測定機を用いてナノオーダー

での調整を行った。その後望遠鏡本体の組み立てなどを行った。

・インストロメントローテータの設計

各観測装置を取り付け、天体を追尾するためのインストロメントローテータの設計を進めている。

取り付けが予定されている大型装置の重量はおよそ１トンということで、各部の構造解析を行いながら、

強度・軽量・精度・コストなどのバランスが良い形で設計を進めている。

・分割鏡制御テストのための準備

分割鏡の位置制御のテストを行うためにダミー鏡などの設置を行った。

見学対応

・各学校などからの見学対応

発表など

（第一著者）

・日本天文学会 2017 年秋季年会

京都大学飛騨天文台 65 ㎝屈折望遠鏡制御装置の改修

（第二著者以下）

・2017 Solar Physics, 292, id 63.

A New Solar Imaging System for Observing High-Speed Eruptions: Solar Dynamics Doppler Imager (SDDI)

・American Astronomical Society, SPD meeting #48, id.100.02

Temporal Evolution and Spatial Distribution of White-light Flare Kernels in a Solar Flare

・日本天文学会 2017 年秋季年会

太陽シンチレーションモニタによる高度に依存した大気擾乱推定及びシーイングの定量化

・日本天文学会秋季年会

京都大学理学研究科附属天文台 液晶チューナブルフィルター開発計画

・日本天文学会秋季年会

飛騨天文台における AO/GLAO の開発
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2017 年度業務報告 

機器開発室 早田恵美

はじめに

今年度のトピックスとしては、MasterCAM の導入と Solidworks 講習会の講師を務めたことがあげられる。

今回はこの二つのトピックスに加えて、例年通りの機器開発室の利用実績について報告する。

1 今年度の業務について 

1-1 MasterCAM の導入

CAM（computer aided manufacturing）とは、3D-CAD で描いたモ

デルを基にマシニングセンタ用の G コードプログラムを作成する

もので、昨年度末に MasterCAM 本体を購入していただき、6-7 月に

初期講習会を受講した。合計 5 日間の座学講習とテストプログラム

作りの後、機器開発室の実機でテストプラグラムを使ったテスト切

削を行った。

その後は依頼された図面の中から使えそうなものに適用してい

った。とはいえ現状では 3 次元形状のものは依頼がなく、2.5 次元

の加工にとどまっている。ただ、どちらかというと 2.5 次元の方が

設定に気を使うことが多く、思った通りの軌跡を描いてくれないこ

とも多い。慣れてくると想定通りのパスを作れるようになると思う

ので、こまめに触って CAM の感触を忘れないようにしていきたい。 

1-2 Solidworks 講習会

技術部として実施している Solidworks 講習会について、今年

度は講師として中心になってやってみた。講習会の詳細な内容

については Solidworks 講習会担当の報告を参照されたい。 

講師をするにあたって講習内容について検討し、前半部分（用

語の説明や定義等）は以前の仲谷氏の講習を踏襲することとし

た。後半部分（モデリング、アセンブリ、図面等の作成）につ

いては、機器開発室に持ち込まれる図面やこれまで自分が設計

研究機器開発グループ
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するのに使用した機能などを基に、必要そうな機能を抽出したモデルサンプルを作り、それを実際に描け

るようになることを目標に講習会の内容を構成した。

講習会の準備はなかなか大変で、日程を決めて部屋を確保し、案内を作って配布するまではよかったが、

講習用 PC の確保やソフトのインストール、持込 PC へのソフトのインストールなど、リソースが少ないが

ための苦労やトラブルも多発した。テキスト作成も思いのほか時間がかかり、他の事前準備を講習会担当

で分担して頑張ってもらったおかげで何とか実施することができた。

講習会自体は概ね好評で、質量ともにほぼ満足していただいたということでほっとしている半面、その

後の Solidworks の利用希望には現時点でつながっていないのが気になるところではある。 

2 今年度の機器開発室の利用実績 

今年度の機械工作実習は、例年通り春に M1 以上向け、秋に 4 回生向けの機械工作実習を実施した。M1

以上向けでは 58 名、4 回生向けでは 74 名の参加があった。また、M1 以上向けのカリキュラム（「図面の

描き方」と「安全な作業法」）を修了した中から希望者のみ実施する「製作実習」は、今年は少なくて 2 グ

ループ 6 名の参加だった。4 回生向けの機械工作実習に初めて地鉱からの参加があったが、人数的にはほぼ

横ばいのまま順調に推移している。

一般利用工場の利用規程ができたことで利用者数はどうなるか少し心配したが、微減にとどまっている。

このまま推移していくのか、継続してチェックしていこうと思う。

また、これまで右肩上がりだった依頼加工の作業時間数は 2 割ほど減少した。マンパワーの減少から、納

期が遅くなってしまうこと、また忙しそうという遠慮から依頼を躊躇するといったこともあるかもしれない。 
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業務報告 2017 年度 

物理学第二教室 廣瀬昌憲

はじめに

昨年度と同様に理学研究科5号館東棟に設置されている、小型中性子源の運転・保守・実験のサポートを中

心に、5号館東棟の放射線管理関係・施設・設備・工事・物品管理・他、物理学第二教室実験系研究室のサポ

ート・機器製作、実験装置製作、二回生実験サポート、理学研究科技術部の業務等を行っている。これらの

うちいくつかを報告する。 

小型中性子源

運転状況

小型中性子源は、3.5MeV の陽子線形加速器と Be

ターゲット及び中性子減速器や中性子遮蔽体等で構

成される。2010 年度に設置され 2011 年度から実験

に供されている。昨年の報告以降加速器の不具合は

発生しておらず極めて安定した運転が続いている。

2017 年度は 4 月に利用が無く 5 月連休明けの放射線

測定から運転を開始した。また 8 月は電力節減目的

に運転をしなかった。年間の運転は 83 日、ビーム出

力時間は 358 時間であった。[図 1]  

メンテナンス

2017 年度には故障も無く安定動作していたため加速器は最低限のメンテナンスとなった。RFQ 冷却水はエ

チレングリコール系の冷却液を希釈使用している。これまで使用していた冷却液は 20L 缶で購入していたが

補充の為注文しようしたところ 200L ドラム缶しか販売しないといわれ代替品を探すことにした。交換は先送

りし減容分の補給のみとした。昨年度故障していた実験室のエアコンは冷媒ガスが完全に抜けていたため漏

れの調査を行った。結果 2 台とも熱交換器から圧縮機に接続される配管部で漏れが見つかった。漏えい個所

は高さ 1m ほどの熱交換器上部から出るφ15mm 程度の配管と圧縮機系の配管に繋がれている所で支持構造

物もなく圧縮機の振動が熱交換器を揺らすような構造で、いかにもそこが壊れそうな設計に見えた。メーカ

ーで不良品とは認定されていないようで高額な修理費となった。熱交換器手配に時間がかかり梅雨前に復旧

せず 7 月まで持ち越したため、結露防止のため旧イオン源室で使用していた除湿器を移設し梅雨対策とした。 

J-PARC E07 エマルジョンムーバー

2016 年 5 月末から 6 月末にかけてビーム照射実験があり 18 スタックのエマルジョンにビーム照射を行っ

た。その後 2017 年度のビーム照射に向けて改良を行い、駆動モーター交換によって検出器へのノイズを大幅

に減少させることに成功し、ビームに合わせた電源の ON/OFF 制御を省けるようになったことは昨年度の業

図 1. 運転時間と日数 

研究機器開発グループ
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務報告で報告した。

2017 年度のビームタイムは 4 月中旬に 1 週間程度、4 月末から 5 月末にかけて 1 月で予定された。3 月に

準備のために JPARC へ赴き、最初の 1 週間のビームタイムには、直前 4 月 12 日から 19 日の実験期間中 JPARC

に滞在した。無事に予定のビームタイムが終わり加速器はメンテのため停止した。実験後シフトチェンジま

で待機していた時、落雷で JPARC が停電になり安全が確認されるまで待機と指示された。30 分程度して構内

には復電したが実験ホールは被害確認ということで復電しなか

った。このとき職員の身分（院生は不可）があるということで安

全確認と通電時事故の無いようの対処する目的で放射線安全管

理職員と共に数人で実験ホール入り手短に作業した。その後順次

復電した。偶然とはいえ JPARCの非常時対応を見させて戴いた。

残念ながらこのあと、停電の影響か不明であるが、ビームを取り

出すためのセプタム磁石が壊れて交換されるまで 1 月ほど加速

器が停止した。後半の 1 月に及ぶビームタイムは丸々1 月遅れで

始まり、京大業務と重なりビームタイムにはほとんど協力できず

申し訳なかった。とはいえエマルジョンムーバーは最後まで動き

続け無事にビームタイムを乗り切った。2017 年のビーム照射で

100 スタック照射でき、合計 118 スタックのすべてのエマルジョ

ン照射が終了し E07 のビーム照射は終了した。8 月に実験コース

の撤収作業があったがこちらも予定が合わず協力できなかった。 

回路修理

こちらも昨年度報告で触れているが、NIM・CAMAC など回路モジュールの修理を進めた。CAMAC はク

レートコントローラー2 台、TDC3 台、スケーラー1 台の合計 6 台。NIM はアンプ類 4 台、スケーラー類 5 台、

ディスクリメータ 4 台、ロジック 4 台、高圧電源 1 台の合計 18 台

の修理や動作確認を行った。この中の 5 台は実際には壊れておら

ず正常に動作していた。こう書くと簡単であるが正常か調べるた

めには回路の仕様を理解しテスト環境を整えて調べる必要があり

手間暇がかかる、壊れてなくて良かったと思う反面徒労に終わっ

た感がやるせない。ケーブル不良や他回路の故障から当該回路の

故障と思ったか、仕様を勘違いして故障と判断したのかは不明で

あるが、使う大学院生にはしっかりしてもらいたい。残りの 19 台

は何らかの故障であった。パスコンがショートして電源が落ちる

ものから、1 つのチャンネルが動作しないもの、CAMAC などは計

算機に取り込んだデータが化ける（あるビットのみ飛ぶ）など多

様である。これらはいずれも修理して動作するようになった。1

台は 6ch のディスクリで 1ch だけカスタム IC が壊れて交換品が無

く暫定修理で終了、また上にあげていないもので原因の特定がで

きていない物や交換部品を手配できていないものなど修理できて

いないものも残っている。引き続き修理していく予定である。

図 2. 実験エリア設置中のエマルジョンムーバー 

図 3. 修理後テスト中の CAMAC クレートコント

ローラー（右端の青いモジュール） 
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3D プリンターの活用 

生物科学専攻  山本 隆司

製作実績

○地形図の立体模型（地質鉱物学教室 高谷さん）

京都大学周辺の地形図を立体化した 3D 画像データを実際に立体化する。

研究機器開発グループ
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○実験用具作成（農学研究科 大出先生）

培地の上に置き、昆虫の卵を並べるための溝を作成するプラスチック板の製作を依頼さ

れる。

使用時の培地の温度が高いため（約 60℃）、サンプルを作成し、実際の使用に耐えられ

るかを確認しながら仕様を決定、その後 20 枚を一気に生産する。 

（実際の使用例）

○MACS 教育プログラム（数学教室 稲生先生 ほか）

スタディグループ「VR で見る・3D で触る先端科学（https://macs-vr.github.io/）」におけ

る体験プログラムの一環として、データの解析結果やプログラムなどにより描かれた立体

構造物を、3D プリンターを使って実体化した。 

12

https://macs-vr.github.io/


失敗事例

 大型の模型を作成するため、オーバーナイトで運転させたところ、製作物が完全に壊れ、

一部はプリンターヘッドにくっついた状態で停止していた。

 以前より、複雑なものを作成する際に材料が反り返り、ヘッドに接触して製作物を壊し

てしまう事があることは判明しており、この件についても同様の事例であると推測される。 
 なお、プリンターヘッドに付いたものについては、ヘッドを加熱することで取り除き、

動作に問題ないことを確認した。
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京都大学に採用されてからの 5 年を振り返って 

研究機器開発支援室 道下人支

はじめに

理学研究科研究機器開発支援室に平成 25 年 4 月に配属されてから、来年度で 5 年が過ぎようとしている。 

今回の業務報告集では過去を振り返りながら未来に向けた思いや構想を書いてみたいと思う。

1 5 年間で思ったこと、トピックなど 

民間企業から大学に転職してきたときは業務の進め方がまるで違うのにまず初めに驚いた。民間では利益

優先で各業務が分業制、配置転換はあっても配属されてからはその業務のスペシャリストを目指す。

組織はピラミッド型で上司が居て部下の仕事内容の把握、割り振り、指導などを行うのが一般的で、勤務評

価もするし、責任も取ってくれる。

大学では各個人がそれぞれの裁量の中で仕事をし、スケジュール管理から個人に足らない技術の習得など全

て自分自身で判断し行動していることに最初は戸惑いを感じた。

また配属された当時は技術部が設立して間もない時で、職と級の一体化や技術職員の処遇改善、組織化など

民間時代には会社＝組織の考えでいた当時の私は自分の存在は大学に認識されているだろうか？と不安な気

持ちになったのを覚えている。

一方機器開発支援室の当時の現状は、工作機械の老朽化に加え居室・各部屋の工場の整理整頓、在庫管理の

不備などがまず初めに取り組むべき問題と思った。

工作機械は平成 26 年度全学経費で阿部技術長の協力もあり工作機械購入することができましたが、当時自分

自身で申請書の作成から工作機器の選定・見積もり依頼、

メーカーとの打ち合わせや日程調整などをしながら、事務職員

の方たちと仕様書の作成など、採択されてからは一年中工作機

械のことばかり考えていた。

総額 5 千万の予算で購入する機械、今現在の機器開発室の業務

に一番適している工作機械の機能・能力は何か？毎日考えてい

ました。現在の工作機器はターニングセンターや、マシニング

センターなどの工作機械が全盛の時代ですが、大学の依頼品は

一品一様で多品種・少量生産、あえて汎用工作機と半自動機能

が付いた工作機械を選んだときは最後まで悩んだ。

また工作機械の選定・入札が終わると工場にある既存の工作機

械の移動・廃棄作業に伴う業務・業者との打ち合わせや、騒音

による労災認定が職員に出たため、騒音対策用防音壁工事を工

作機械搬入前に工事を行うなどこの年は機器開発室にとって大

きく変わった年だったと思う。また平成 28 年には重いバイスや

材料、機材などを無理して人力で載せ替えや移動させていたの

が原因で椎間板ヘルニアに伴う坐骨神経痛の症状が出たときに

研究機器開発グループ
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は、技術部長の松本先生が専用工場クレーン電動化・リモコン仕様の改修予算確保に尽力してくださり、無

事に工場クレーンの改修工事ができた。

せっかく工場設備、工作機器が新しくなったので、次に取り組んだのが 3S 活動（生産性の向上）で、民間企

業ではトヨタの「カイゼン」や「ジャスト・イン・タイム」などが有名だが（カイゼンの中に 3S 活動が含ま

れる）、機器開発室ではまず基本の 3S から取り組んできた。ちょうどタイミングよく第 5 専門技術群研修で

3S 活度に力を入れている山田製作所を見学・講義を学ばせていただく機会があった。山田製作所で学んだ 3S

の目的「安全な職場をつくる」、「快適な職場をつくる」、「効率的な職場をつくる」を機器開発室の工場（一

般工場を含む）居室に取り入れて改善活動を現在も継続して実施しているし「より良い」はあっても「これ

で良い」は無い世界なので、継続して活動していきたい。

2 今思うこと 

振り返れば工作機械の更新や在庫管理、収納方法の見直しや不用品の廃棄など環境改善に尽力してきたと

思うし、必要な工具・治具、道具の選定、整備に時間を費やした。また JIMTOF や多くの講習会に参加させ

てもらい民間にいた時では勉強できなかったことも学ばせていただいたことは、自分にとって非常にプラス

になった。

機器開発室としては最低限の機械・環境を揃えられたと思うが、今後も多様なニーズにこたえる為に積極

的に設備の増強を図っていきたいが、平成 29 年度全学経費申請では 6 位と残念な結果になってしまった。機

械加工には「人」「物」「金」の三要素が必要で単なる数合わせでは良くなく、新しい技術をうまく使いこな

せる技能を持った人材が居なければせっかくの機械も能力を発揮できないし、技術はすぐには習得できない。

「もの造りは人づくり」、他大学に比べて京都大学の物造りのレベルはどうだろうか？また物造りの現場は

日々変化している。機械では、昔は散々使えないと言われた 5 軸加工機や複合加工機が当たり前のように使

われ、金属積層造形などの機能を搭載した「超複合機」なども出てきた。加工する被削材も耐熱鋼や CFRP

といった今までにない材料が出てき、これに対応した工具もセラミックエンドミルやダイヤモンドコーテイ

ング工具なども出てきた。日々技術・情報・理論などを収集し技能を磨かないとすぐに取り残されるのが現

実で、今後とも技術を身に着けていきたい。

 ５年前の職員専用工場   現在の職員専用工場
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この一年の主なトピック

地球熱学研究施設 馬渡秀夫

 平成２９年度の業務のうち主要なトピックについて以下に報告する

1 観測情報グループ研修（情報技術研修） 

今年度は改組となった観測・情報グループの技術研修を企画、実施した。松本部長の意向により高度な技

術研修をということで、遠隔地メンバーが多いこともあり、観測系、情報系に必要な ICT 技術の研修を講師

として行うこととした。

遠隔地勤務の技術職員に必要な ICT 技術などに関しては、以前、京都大学総合技術部の技術発表報告集 18

に発表、および「紅萌」第 15 号で若干言及した。現状はもとより将来においても、遠隔地における教育研究

の基盤となる情報ネットワーク環境の維持や利便性の向上、各種観測業務については ICT 技術の習得が必要

不可欠であり、高度 ICT 技術の継承は大変重要なものであると考えられた。 

研修の内容については、平成 29 年度業務報告集のグループ研修報告に記載した。 

29 年度は可能な限り低予算ということも実施の目標であったため、参考資料などについて十分に参加者に

持ち帰ってもらうことが出来なかったが、受講者の希望もあるため、30 年度は資料などを持ち帰れるように

検討したい。

2 地震観測網の回線入れ替え作業 

今年度 11 月、地震観測に利用している B フレッツのサービスが終了となるため、観測網の移行が必要とな

った。別府地域の各観測点ネットワーク、機器と、熱学本館に設置しているデータ観測網の集線機器の変更

などを実施した。また、来年度サービス終了となる、宇治の防災研究所向け光回線についても、回線種別と

機器の変更を前倒しで実施した。

3 飯田観測所地籍調査 

地球熱学は、50km ほど離れた玖珠郡九重町湯坪に飯田観測所を有している。今年度、観測所のある湯坪地

域が、国の事業である地籍調査の範囲となったため、役場との対応、現地調査を始めとした作業を実施した。

当初、測量に必要な除草などの敷地整備について作業が予想されたが、隣接地に地熱発電関連設備建設を

予定している九州電力の協力もあり、境界杭の設置や確認などの作業を実施して終了した。

4 学生実習支援 

今年度は、例年どおり、観測地球物理学演習 B が別府で実施され、学生の対応や実習支援を実施した。 

5 別府施設敷地の除草などメンテナンス 

別府施設は、市街地にあり、地震観測のための緩衝帯として広い敷地を利用している。この敷地に生える

雑草については外注のみによる除草ではコストがかかりすぎるため、ある程度の除草作業について分担して

実施している。また、敷地が土石流堆積のままであるため転石が非常に多く、今後の除草作業の負担軽減の

観測・情報支援グループ　グループ長
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ために転石の発掘、除去など不陸整備も実施している。

6 情報機器のメンテナンス、緊急対応など 

今年度も例年通り、別府施設に通常設置されている、ルータ、ファイアウォール、情報系サーバ、観測サ

ーバ、観測データ収録装置などの情報機器の運用管理、更新(構築)などを実施した。 

特に、今年はファイルサーバのシステムボードが故障した際の緊急移行作業があった。予測ミスにより、

コールドバックアップ機材が無い状態となっていたが、事前に確保しておいた同世代の予備システムボード

のハードウェア構成がほぼ同じで互換性があったため、システムボード入れ替えとサーバ OS の自動再構成

機能を利用することで一晩で復旧でき、ユーザに迷惑をかけることなく移行・復旧することが出来た。

他にも、年間を通して、設置している各種情報機器のセキュリティ監視やパッチ適用・更新を実施してい

る。

7 施設公開（京大ウィークス） 

今年も京大ウィークスに合わせる開催日で実施され出展した。別府、阿蘇、いずれも雨天であったが、展

示場所などを工夫して今年も七輪マグマ展示を実施し、好評を博した。また、大学広報からの取材があり、

展示の模様がザッツ京大のサイトで公開されている。

8 七輪マグマの技術移転（JSPS:17H00320） 

火山研究センターへ、七輪マグマ展示装置について技術移転を実施した。今年度は七輪マグマ展示装置の

開発改良について２か所で技術発表を行った。実演展示も好評で、今後技術移転が進むものと考えている。

9 観測点のメンテナンス 

別府施設は火山研究センターが実施する地震・GPS 観測について、別府市周辺に設置されている観測点の

メンテナンスも分担している。維持コスト低減の観点から、観測点および進入路などの除草・剪定作業など

も通年で自ら実施する。今年度は特に状況の悪化している別府市北部にある唐木山地震・GPS 観測点の GPS

アンテナ周りの雑木の除伐と鶴見岳観測点敷地内の雑木撤去を実施した。

10 地震研究所職員研修受講 

平成２９年度の東京大学地震研究所の職員研修に参加した。全国の地震観測、火山観測に関わる技術職員

が参加し交流の場も持つため、非常に有意義な研修である。今年度は技術発表受講の他、NTT つくば研究所、

産業技術総合研究所を見学した。NTT つくば研究所のファースト１マイルと局舎のインフラ機材展示は、地

震観測網に携わる者であれば非常に興味深く業務改善のヒントとなるものが多数あり、大変参考になった。

産総研については、第７事業所（旧地質調査所）と第３事業所（旧計量研究所）を見学した。地球科学とは

あまり縁はないが、第３事業所の光格子時計の開発と標準時刻維持のフレームワークは大変興味深かった。

また、今回の研修で一番興味深かったのは、加藤照之先生の特別講義だった。別府に着任したころ、施設

では、加藤先生から GPS 受信機を借りて別府湾周辺の地殻変動観測を実施していた。だが、同時期に国土地

理院が GPS 観測点を全国展開し始めたことにより、その観測は役目を終えるという状況となった。日本の測

地観測におけるそういった経緯や日本での GPS 観測の歴史と今後の GNSS 観測の展開などについて詳細に知

ることが出来、大変有意義であった。
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平成２９年度 業務報告

飛騨天文台 木村 剛一

概要 

平成２９年度の業務については、研究会、学会などで日常業務の発表を目標どおり行うことができた。技

術的業務、研究支援業務として、液晶チューナブルフィルター（TF）は開発については多くのノウハウを蓄

積し、製作に関しては短期間で完成に至ることが可能となった。ここ最近の動向として、この TF は従来のリ

オフィルターと比較すると多くの長所を持つことから、飛騨天文台での定常観測に用いられる様になり、太

陽磁場活動望遠鏡や、ドームレス太陽望遠鏡での太陽観測にはなくてはならない装置となっている。また、

その可搬性により、国内の太陽観測所や、国外の中国科学院 南京天文観測所での太陽観測天文台への海外

遠征観測もここ最近頻繁に実施されている。装置メンテナンス、開発などを通し現地の技術職員との交流も

行っている。しかしながら言葉の壁というものも存在しており、十分なコミュニケーションが図れないこと

もあり、語学学習も必要なスキルであると考えている。

台内業務については、各種大型観測装置と付帯設備について老朽化が進み、そのメンテナンス、維持など

メーカー保守が打ち切りになるなど、飛騨天文台の存続にもかかわる様な状況をいかにのりこえていくのか

など非常に重い課題が出始めている。しかしながら、大学施設担当者との協議を重ねつつ１０年単位での維

持活動などを今後推し進めて行きたい。一方、岡山に新しい天文台が完成したことは大変喜ばしく、今後の

成果に期待がかかっている。

技術部については、時々北白川でのミーティングなどに参加し、それと比較すると（私個人の感想として）

横のつながりを持ち、現場で色々なことが議論できることは大変うらやましく思う。私はいわゆる昔よく言

われた「タコツボ技術職員化」しているのではないか？という感想を持った。積極的に技術部にかかわるこ

とは必要であると感じているが、遠隔地勤務ということがハンディーキャップである事も理解していただき

たいと考えている。

1 業務の報告 

（１）研究会、学会の出席

・ ５月 技術部観測装置グループ研修

・ ９月 天文学会 北海道大学「液晶チューナブルフィルター開発計画」O,P

・ ２月 太陽研究者連絡会議シンポジウム「液晶チューナブルフィルター」P

（２） 工事関係（採択分抜粋）

・ 飛騨天文台合併処理浄化槽改修工事

飛騨天文台管理棟サッシ改修工事

（内装工事含む）

飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡棟屋上防水工事

（外壁改修含む）

観測・情報支援グループ　副グループ長
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（３）日常業務など

京都市山科区に所在する花山天文台が、岡山天文台開設に伴い人件費が削減され、平成 29 年度から定

員が０となった。施設改修に必要な予算要求についても天文台からは不可能となり、従来行っていた施

設修繕費、老朽施設改修工事費などの要求も出来ない事から、今後の対応について教員が主となって協

議を重ねているところであるが、天文台技術職員などによって施設維持を実施している。

（４）技術部関係

  技術部について、定例のミーティングがスカイプ会議で実施されているが顔の見えない会議はやはり

十分な議論や、意見を述べるタイミングを逃す事や、内容が十分に理解できない事も有る。北白川での

週例ミーティングに参加する機会があったが、やはり顔を突き合わせてのミーティングは、言いたい事 

をすぐに伝えられるといった大きなメリットがあり、ミーティングとしての本質をしっかり抑えている

と感じた。近年はテレビ会議や電話会議でのミーティングが普及してはいるが、スカイプなど無料ソフ

トウエアなどはネットワーク状態などの状態によって通信状態が非常に悪い事もあり、非常に状態の良

くない事も多々ある。遠隔地施設勤務のハンディーキャップを感じるときである。

2 装置開発および技術関係業務 

（１）ユニバーサルチューナブルフィルター（太陽観測超狭帯域フィルター）

現在開発中のユニバーサルチューナブルフィルター（TF）は透過幅 1/8λというさらに超狭帯域化す 

るための TF-1/8 ブロックを製作している。この製作に当たっては従来外部業者と国立天文台先端機器開 

発センターによって部品加工を行ってきたが、この TF-1/8 の加工部品について今回初めて研究機器開発 

支援室へ製作を依頼した。図面の段階から相談に乗って頂き、こちらの要求する部品を仕上げていただ

き大変に助かった。部品加工中に工場へ訪問したが、研究機器開発支援室職員の業務が各種兼務である

ため、集中して機械部品加工に専念できていないのではないか？という懸念があった。部品加工に意識

を集中できる様な環境を整える事が必要であると感じた。

  素子ホルダ 素子取り付け状況

現在、この原稿を執筆中には TF-1/8 ブロックは完成していないが、組み立て作業を行っている状況で 

ある。今後組み立てが完了し光学性能検査を行い問題ない状況となれば、実際の運用がはじまり今夏の

観測シーズンには観測が開始される。
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（２）ヘリウム・イメージング・ポラリメータの開発

国立天文台の研究課題の研究協力者として、本年度研究が推進される本研究について TF 開発時に得た 

ノウハウを用い装置開発を行う。現在、必要な部材、設計などを実施している。本観測は１０月に実施

されることから、9 月末までに装置開発を完了する。 

（３） SHABAR と SLODAR で得られるシーイングの比較

  国立天文台と茨城大学ほかの研究課題の研究協力者として、機器製作などを担当。飛騨天文台太陽磁

場活動望遠鏡へ装置を取り付けるための冶具の製作が完了した。今後部品加工が必要なものについては

国立天文台先端技術センターへ出向き、部品加工を行うこととなっている。この際、従来取得していな

かった工作機械の使用についても先方から、加工機械の操作方法を取得したほうが良いとの事から、工

作機械の操作方法についても指導を受ける。本研究の観測開始は平成３０年５月となっている。

（４）中国科学院雲南省天文台コロナグラフ整備（１０月下旬）

中国雲南省麗江天文観測所に設置されているコロナグラフでの観測および整備を行った。コロナグラ

フには必要不可欠な太陽の絶対光度を測定するための光量計が取り付けられているが、この装置が電源

接続ミスによって破損している事が判明した。現在国内で新しいものを製作しており動作が問題なけれ

ば平成３０年１１月頃現地へ赴き、新しい光量計を取り付ける。

（４） ペルーイカ大学 フレアー監視望遠鏡、シーロスタット整備（１月）

  ２０１０年に飛騨天文台からペルー共和国へ移設されたフレアー監視望遠鏡の各種整備作業を実施し

た。前回の渡航から４年を経過し、現地の厳しい気象条件（砂漠地帯の強烈な日差しと砂塵ダスト）に 

さらされ、光学系、機械駆動系にダメージを多数受けていた。また、太陽観測用のシーロスタットにつ

いても、念願であった新しい反射鏡も取り付ける事ができ、観測体制の充実が図られた。平成３０年度

後半にも渡航予定があることから、次回必要な改修箇所の調査もかねて手直し、修理を行った。

3 まとめ 

本年度も多くの業務をおこなってきたが、例年業務目標として掲げている仕事の完結という日常業務を

進め、それの完結として各種研究会などでの報告（発表）を行う事については達成できた。

 各種業務については、年々増す業務と責任が大きくなっていることから、いかに計画的に迅速に各種業

務をこなしていくか？という課題が出てきている。特に、一人職場的な要素が多い当天文台での業務では、

つい自分に甘えてしまい、「仕事の先延ばし」という事も多々あるように思われるが、月例の技術部ミーテ

ィングにおいて業務報告を行う際、進捗状況などを記す事によって改善されるというメリットを見出して

いる。また、技術部などとのかかわりを持つ事によっても責任と期限を決めた業務が行えるのではないか

とも思っている。次年度においては、学外の研究所、大学との観測活動も実施する予定である。現在、す

でにそのための準備を行っているところであるが、これについても責任ある業務を行って行きたい。
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2017 年度技術部業務報告 

地球物理学教室 高畑武志

教室で利用している情報関係の機器の管理、運用を行っている。

サーバの管理については、内容により教員と共に担当している。

サーバ、PC等の運用

・メールサーバの管理、メールアドレス、メーリングリストの更新

・ウェブサーバの管理、教室・専攻のホームページの更新

・DNSサーバの管理、教室ドメインのホスト名の更新

・PGIコンパイラのライセンスサーバの管理、クライアントの導入支援

・数値解析用のクラスタサーバの管理、クライアントの導入支援

・大判プリンタの管理、利用支援

・共用プリンタ、スキャナの管理

・ファイルサーバの管理

・PC、アプリケーションの利用に関する問い合わせ対応

・サーバ、PC、ネットワークの障害対応

・定期停電準備

・学内調査対応

機器のセキュリティ更新

サーバ、PC等のセキュリティ更新の対応を行っている。

今年度から新しく行った業務

・ファイルサーバ設定 (iSCSI)

・VDI授業支援環境試用

・計算地球物理学演習補助

・画像表示アプリケーションのプログラム修正

・ワークショップ環境整備、関連データ整備

・事務、図書 PC入替

・エックス線作業主任者

技術部関係

・衛生管理巡視

・SOLIDWORKSの CAD講習

・定例ミーティング、業務打ち合わせ

・業務報告会

・業務報告集編集

観測・情報支援グループ
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平成 29 年度技術部業務報告 

火山研究センター 井上寛之

1 熊本地震後の対応

1.1 移転作業 
2016 年 4 月 16 日に発生した熊本地震で火山研究センター本館（以下 AVL）が被災したため、昨年度に引

き続きその対応を行った。まず年度初めの 4 月に移転作業の対応を行った。地震後、大津町と阿蘇市役犬原

に分かれて行っていた業務を阿蘇市坂梨に移転集約をした。坂梨では阿蘇市の協力で廃校となった小学校を

お借りして仮研究棟として使用している（図 1）。昨年度に小学校の改修工事の対応を行い、4 月に入ってか

ら小学校内の通信関連の工事と開通の対応を行い、移転後の業務が滞らないように行った（図 2）。什器の搬

入が坂梨に移転後に行われたため、その対応と機材関連の整理も行った（図 3）。また、大津、役犬原の退去

の対応も行った。具体的には警備システム・通信関連の撤去工事、大津のガレージを坂梨への移設等を行っ

た（図 4）。7 月には AVL からの機材回収を行った。事前に業者に下見をしていただき、数日かけて行った。

また、文科省の方の現地視察があり補助や送迎を行った。

図 1 坂梨入口 図 2 通信機器 図 3 什器搬入中 図 4 ガレージ移設 

1.2 機材や施設について 
観測点の被害の現地調査及び復旧のための機材の仕様確認打ち合わせ等の対応も行った（図 5，6）。一部

は現在進行中である。故障した分の新規観測機材の購入の対応も引き続き行った。地震から 1 年以上経って

行っているのは予算の確定等の理由からである。また一部は海外製のため輸入に時間を要するためである。

工作機器もほぼ使用不能となったため、機器開発室の道下氏の助けを受け、一式を年度内にそろえる事が出

来た。AVL の周辺にある観測用のトンネルも被害が出たため、被害調査の立会も行い、現地調査前に草刈り

を行ったりもした（図 7）。 

また阿蘇火山博物館に観測機材を設置させていただいているが、博物館も地震被害を受けたため、修理を

行うということで改修工事の間の対応についての打ち合わせ等も行った（図 8）。 

図 5 機器現地調査 図 6 ケーブル破断 図 7 トンネル前室 図 8 博物館屋上工事打ち合わせ 

観測・情報支援グループ
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2 各種火山観測（地震・電磁気・水準測量）や機器の保守管理など 

2.1 メンテナンス 

阿蘇中岳山上や阿蘇カルデラの観測点のメンテナンスを行った。具体例としては山上観測点のデータ送信

ケーブルが噴火で切断されたためケーブルの交換を行ったり、地震計の動作チェックや乾燥材の交換等を行

った（図 9，10，11）。他には、データ通信には NTT 回線を使用しているが NTT のモデムが故障してデータ

が坂梨まで来なくなり、NTT への連絡や現地立会を行った。観測室の電気メーター交換の立会等も行った（図

12）。 

図 9 ケーブル破断 図 10 ケーブル張り直し 図 11 地震計の交換 図 12 メーター交換立会 

2.2 観測 

4 月に御嶽山、11 月に桜島での水準測量に参加した。移動日込みで 1 週間程で測量を行った。 

9 月に、宮崎県で行われた電磁気観測にこちらも 1 週間程参加した。本来は助教の先生が参加される予定

であったが外せない予定が入ったため代打で参加となった。普段から不定期に阿蘇でも行っていた観測なの

で問題なく作業を行えた。苦労したことは、初めて行った場所なので微妙に迷子になりながら、GPS とカー

ナビ、点の記を駆使して回ったことと観測機器設置場所までの距離が遠く移動にかなりの時間を要したこと

である。

夏季に地震観測用の通信網の更新の対応を行った。これは大分県にある観測点のデータを別府市の地球熱

学研究施設で受けていたのだが、観測網サービス（フレッツグループ）が近々サービス終了予定ということ

で VPN に変更を行った。別府市周辺の観測点の対応と手続きは地熱研の馬渡氏が行い、阿蘇に近い点の機材

の設定更新と坂梨の通信機器の設定の更新を行い、阿蘇、別府で別々となっていた観測網を一つのグループ

に統一した。

3 施設公開（京大ウィークス、地区見学） 

昨年度は熊本地震で AVL が被災したため行えなかったが、今年度は無事、坂梨で施設公開を行った。残念

ながら AVL で展示していた初期の地震計等の展示は出来なかったが、例年行っていたポスターや実験を行っ

た（図 13）。 

また AVL と異なり集落の中にあるということもあって、地元の地区の方や保育園からの見学希望もあり、

施設の説明や実験を行った（図 14）。馬渡氏の指導を仰ぎマグマ実験を担当した。 

地熱研の施設公開の応援にも行き、実験の補助を行った（図 15）。 
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図 13 坂梨施設公開実験風景 図 14 地区の方の見学 図 15 地熱研施設公開補助 

4 学生実習 

今年度は実習も本格的に復活し、地震学実習と観測地球物理学演習のサ

ポートを行った（図 16）。 

事前の機材の準備や学生へ指導・補助を行った。観測地球物理学演習では

実習中に機材トラブルが発生し、昔の機材を急遽準備し実習に使用すると

いったことも起こった。故障した機材はのちに修理に出し戻ってきた。

図 16 機材の操作練習中 

5 研修会・研究会 

5 月に観測グループ研修会が地熱研で行われネットワークについて学んだ。 

2 月に京都大学総合研修会のアサーティブコミュニケーション研修に参加した。 

3 月に九州地区の総合技術研究会があり、観測網についてポスター発表を行った。 

6 その他 

6.1 学会・巡検 

今年は熊本県で火山学会が開催された。学会のアウトリーチとして子供実験が行われ、

サポートを行った。他に受付や会場準備・撤去等も行った。

また火山学会や京都大学防災研究所の阿蘇の巡検等も行われ、現地の案内のサポート

を行った。（図 17） 

図 17 断層の巡検 

6.2 外国人研究員のサポート 

台湾からの研究員の方が 12 月まで着任されていた。日本語を片言しか話せなかったので色々サポートを行

った。

7 まとめ 

今年度は熊本地震の被災対応の続きで、4 月坂梨に移転した。その後も、環境整備に時間を要した。まだ

完全ではないが AVL で行っていた通常業務が行われるようになってきた。しかし 2016 年の地震と噴火の影

響もまだまだ残っており、平成 30 年度ももろもろ引き続き対応と業務を行っていく予定である。 
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2017 年度の業務報告 

理学研究科附属地球熱学研究施設 三島壮智

1．はじめに

本年は，総合地球環境学研究所とのプロジェクトが終了して別府湾や別府河川の調査が少なくなり，それ

に代わって産総研からの受託研究が本格化して，阿蘇カルデラをメインとした研究調査が主に行われること

になった。本年行った業務は，研究支援，学生教育，施設運営・保守，社会貢献，技術部業務の 5 つの内，

研究支援と社会貢献が大きく占めることになった。

本業務報告では，本年主な業務となった研究支援について，研究調査について紹介するとともに，社会貢

献として京都大学で行われた日英サイエンスワークショップに参加したことについて紹介する。

2. 研究支援－研究調査－

研究支援の中で研究調査として，毎年様々なフィールドを研究対象にして調査を行っており，本年の場合，

“阿蘇カルデラ”，“姫島”，“別府温泉・河川”，“堀田断層”，“稲積鍾乳洞”を対象にした調査を主に行った。

①阿蘇カルデラ

本年は，阿蘇カルデラを対象とした受託研究の 2 年目で，

昨年はカルデラ内の鉄分を多く含んだ地下水をメインに

研究調査を行ったが，本年はカルデラ壁を対象とした調査

を行った。作業としては，カルデラ壁を歩いて下りながら

土壌部分で CO2フラックスを測るというもので，一測線 30

点程の測定と，炭素同位体サンプルのサンプリングを行っ

た。結果については，現在教員が論文化中なので，触れる

ことはできないが，概ね予想と合致する結果が得られた反

面，炭素同位体については考えていた結果は得られず，サ

ンプリング法を吟味して再度トライする必要性が出てき

た。そこで，本調査については来年度再度測定を行い再現

性のチェックと炭素同位体のサンプリングを何種類かの

方法で行い，簡便で且つ意味のあるデータが得られる方法

を決定したい。

また，阿蘇カルデラの中と外の温泉水と湧水のモニタリ

ングも行われており，その試料の化学分析を担当して行っ

た。

②姫島

姫島についての本年の研究としては，教員の科学研究費

助成事業に関連する研究で，姫島周辺海域から湧出するガ

Fig. 1：阿蘇カルデラ壁 CO2フラックス観測 

Fig. 2：姫島拍子水温泉でラドン観測 

観測・情報支援グループ
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編集後記 

 今年度も無事業務報告集を発行することができました。ご寄稿いただいたみ

なさま、ご協力ありがとうございました。 
 業務報告会時に製本したものをお渡ししたかったので、強行スケジュールに

なってしまったことをお詫びします。特に 3 月に実施した研修の報告などは、

年度替わりの業務とも相まって大変だったことと思います。 
 次回以降にきちんとした形で引き継いでいきたいと思います。 
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